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公益財団法人北九州市芸術文化振興財団 令和７年度 第１回理事会議事録 

 

１ 日   時 

 

２ 会   場 

 

 

３ 理事の現在数 

 

４ 出 席 役 員 

 

 

 

 

５ 議 事 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 議事の経過 

及び発言趣旨 

 

 

 

議   長 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月２６日（月）１５時００分～１６時００分 

 

北九州市小倉北区室町一丁目１番１号 

Ｊ：ＣＯＭ北九州芸術劇場 ６階 セミナールーム 

 

理事長１名、理事８名 合計９名 

 

理事 久保山 雅彦、倉本 京子、調 弘誓、島田 亜希子、 

大島 まな、吉水 請子、民谷 陽子、龍 亜希 以上８名 

（欠席：辻󠄀田 淳一郎 以上１名） 

監事 堀田 靖治、吉村 知泰 以上２名 

 

（１）報告事項  代表理事の職務執行状況の報告 

 

（２）議案第１号 令和６年度公益財団法人北九州市芸術文化振興財団の 

事業報告について 

議案第２号 令和６年度公益財団法人北九州市芸術文化振興財団の 

決算について 

議案第３号 公益財団法人北九州市芸術文化振興財団  

特定費用準備資金の増額について 

議案第４号 令和７年度公益財団法人北九州市芸術文化振興財団 

定時評議員会の開催について 

議案第５号  令和７年度公益財団法人北九州市芸術文化振興財団 

定時評議員会の議題について 

 

定足数を満たしていることを確認し、定款に従い理事長が議長となり 

議事を進行 

 

〔 理事長職務執行状況の報告 〕 

 

本日は、議案第１号から第５号をご審議いただく予定になっております。 

議案第１号、第２号および第３号につきましては、令和６年度の事業報

告と決算に関連いたしますので、一括して事務局から説明を受けた後に、

ご審議をいただきたいと思います。 

なお、理事会の決議は「定款第３４号（決議）」にありますとおり、出席

理事の過半数を持って行うこととなっております。 
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議   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議   長 

 

 

 

 

 

 

議   長 

 

 

理   事 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理   事 

 

それでは、議案第１号「令和６年度公益財団法人北九州市芸術文化振興

財団の事業報告について」、議案第２号「令和６年度公益財団法人北九州市

芸術文化振興財団の決算について」および議案第３号「公益財団法人北九

州市芸術文化振興財団 特定費用準備資金の増額について」事務局より説

明を受けます。 

 

＜ 事 務 局 説 明 ＞ 

 

 

ただいまの議案につきまして、監事による監査を受けております。審議

に入ります前に、吉村監事より監査報告をお願いします。 

 

 

［ 監事による監査報告 ］ 

 

 

それでは、議案第１号、議案第２号および議案第３号についてご審議を

お願いします。 

 

全体として、多くの施設の中で多様な機能を各活動に活用されており、

多世代・多岐にわたって育成されていると思いました。 アウトリーチなど

コロナの時期よりもできるようになって良かったと思っています。 

文化芸術活動活性化支援事業「TRY ARTs」は令和６年度から新規に若者

の活動を助成するということで始められ、４５件応募に対して１７件に交

付されたということですが、応募内容や傾向、活動内容、応募団体、年齢

層などを参考までに教えていただきたいです。  

 

「TRY ARTs」の予算規模は６００万円で、応募は４５件ありました。趣

旨として文化を次世代に継承し発展させていくこととなっているため、対

象を若者自身が主催者で企画するもの、子供をはじめ若い世代を対象とす

るものに絞っての支援を実施させていただきました。 

応募の内容は、若者向け・子供向けの 音楽イベントが１５件、若者向け・

子供向けの演劇が９件というところが傾向として主なものとなります。そ

の他、日本舞踊、歌舞伎、能楽などの伝統文化を若い世代に継承していき

たいという趣旨のイベントも数件あり、審査のうえ、１７件３４３万円の

交付をいたしました。 

 

まんべんなくいろいろな内容にということでしょうか。 
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事 務 局 

 

 

 

理   事 

 

 

事 務 局 

 

 

理   事 

 

事 務 局 

 

理   事 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

理   事 

 

事 務 局 

 

理   事 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

理   事 

 

 

偏らずまんべんなく行えたと思います。珍しいところでは写真のイベン

ト、映画祭、文学、書道、アニメなど一定のジャンルにとらわれず多岐に

渡っているという印象でした。  

 

申請された団体、若者が主催する団体というのは小グループでしょうか。

ＮＰＯなどではなく全く民間の個人の団体でしょうか。 

 

全くの個人という方も、これから大きくしたいという趣旨の方もおられ

ました。大きな団体は少ない印象です。 

 

学校のクラブ活動などは入らないのでしょうか？ 

 

入りません。 

 

資格はないんですね。わかりました。  

広報は、どういうところにどういう風にＰＲされたのでしょうか。  

 

今回、若者が主催者である、対象が子どもということがございましたの

で、初めて市内の大学１５カ所にチラシを置かせていただきました。また、

北九州市のローカルウェブメディア『北九州ノコト』に広告出稿し、 若者

に届くようにと工夫をいたしました。 

 

学校は大学だけで高校はないのですね。 

 

クラブ活動は対象外としていた関係で、大学にさせていただきました。  

 

分かりました。初めての試みということで、やってみながらもっとこう

したらいいとか、また続けていこうとか改善しながらやっていただけたら

と思います。前向きに取り組んでいただいていて今後に期待しています。   

そういう人たちがどういう成果を出していくのか、報告書なども義務づ

けられているのでしょうか？ 

 

報告書もいただくようにしております。継承というところが目的ですの

で、今後どのように発展したかというところにも注視して参りたいと思い

ます。 

 

成果を発表する場、出したものがどういうふうに花開いていくのかとか

いうあたりもまた注目していきたいと思いました。  
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理   事 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

理   事 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

理   事 

 

監   事 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

議   長 

 

 

 

 

 

 舞台芸術表現者育成事業キタゲキスクールについて質問です。令和６年

度から若年層向けに行われているということで、興味深く目に留まるイベ

ントですが、舞台芸術表現の意味するところがはっきりと掴みづらく感じ

ました。プログラムの最後に舞台基礎講座とあり、舞台装置や音響を学ぶ

と誤解をしていました。この舞台芸術の意味するところは、どう捉えたら

よろしいでしょうか。 

  

舞台芸術ということで、戯曲講座や文化政策アートマネジメント講座、

演出講座のほか音響・照明・舞台等の劇場テクニカルスタッフによる講座

も行い、どちらの面からも学んでいただける内容になっておりました。実

際の創作と発表の際には、参加者自身が照明・音響、演出・俳優等を選ん

で実施いただける内容としておりました。 

  

舞台音響や舞台装置の就業先業者はどういう会社がいらっしゃるのでし

ょうか。 

  

参加者には大学生や社会人の方もいらっしゃいました。今回の参加者が

その後どこかに就業したというようなことはお聞きしておりませんが、今

の高校生や舞台芸術専門学校などに通っている方には実際にそういう職種

に就業される方もいらっしゃると思います。劇場には舞台・照明・音響の

委託先があり、そういう会社に就職される方もいらっしゃるのではないか

と思います。 

 

ありがとうございます。 

 

 埋蔵文化財事業の収益が上がっています。今年が特に多いというわけで

はなく、毎年これくらい収益が上がるのでしょうか。 

 

今年は多くなっております。原因を分析したところ、市からの受託事業

について事業規模の拡大や期間延長という事があり、増額変更をしており

ます。その中で、諸経費や事務費に執行残が出た事が主な原因かと思いま

す。 

 

 他にご質問ご意見等がないようでしたら、議案第１号、議案第２号およ

び議案第３号については、ご承認いただいたものとしてよろしいでしょう

か。 

（ 異 議 な し ） 
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議   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議   長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

それではご異議ございませんので、本議案は原案どおり可決とさせてい

ただきます。 

続きまして議案第４号及び議案第５号に関しましては、定時評議員会に

関連いたしますので、一括して事務局より説明を受けた後にご審議を頂き

たいと思います。 

それでは、議案第４号「令和７年度 公益財団法人北九州市芸術文化振

興財団評議員会の開催について」、および議案第５号「令和７年度公益財団

法人北九州市芸術文化振興財団評議員会の議題について」事務局より説明

を受けます。 

 

＜ 事 務 局 説 明 ＞ 

 

 

それでは、議案第４号及び議案第５号について、ご質問ご意見はありま

すでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

ご質問ご意見等ないようでしたら、議案第４号及び議案第５号はご承認

いただいたものとしてよろしいでしょうか。 

 

 

（ 異 議 な し ） 

 

 

ありがとうございました。 

それではご異議ございませんので、定時評議員会を６月２０日（金） 

１５時００分から原案のとおりの議題にて開催といたします。 

評議員会には、理事長の私と堀田監事が出席をして参りたいと思います。 

以上で、本日予定しておりました議案等についての審議はすべて可決成

立にて終了いたしました。 

それでは進行を事務局に戻します。 

 

ありがとうございました。 

本日の議事録作成についてでございますが、「定款第３７条」によりまし

て、本会議に出席した理事長及び監事が議事録に記名押印することとなっ

ております。 

従いまして、理事長と堀田監事、吉村監事に後日押印をお願いしたいと

思いますので、よろしくお願いします。 
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事 務 局 

７ 事 務 局 

８ 議事録作成者 

その他議案等の中で、何かご質問等ございませんでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

それでは、以上をもちまして、令和７年度第１回理事会を終了させてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

以上 

総務文化部長（劇場支配人） 山口 奈穂子 

総務課長  大庭 麻由美 

経営企画室長（兼務） 大庭 麻由美 

埋蔵文化財調査室長  中村 利至久 

音楽事業課長  西村 佳代子 

音楽事業担当課長  竹内 剛 

埋蔵文化財調査室事業担当課長（兼務） 竹内 剛 

劇場事業課長 川尻 くみ 

舞台技術管理課長  樋田 浩昭 

テクニカルディレクター 中村 国寿 

総務課長  大庭 麻由美 

  


